
令和元年６月３日 

各関係大学長 
各関係学部長 殿 
各関係機関長 

国立大学法人琉球大学 
農学部長  和田 浩二 

（公印省略） 
教員の公募について（依頼） 

 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、このたび本学部では、下記のとおり教員を公募いたします。つきましては、

ご多忙中誠に恐縮に存じますが、貴機関の関係者へご周知頂きますようお願い申し上

げます。 

謹白 

記 

 
1. 公募対象：地域農業工学科 バイオシステム工学分野  教授 1 名 

 

2. 応募資格： 

1) 博士の学位を有する者 
2) 農業機械学を専門とし、亜熱帯の農業生産の効率化や低コスト化に関する教

育・研究に熱意を持って取り組めるとともに、バイオシステム工学を通して

亜熱帯農学の発展に貢献できる者。さらに、農業情報工学の教育・研究を進

めることのできる者が望ましい 
3) 学部において、農業生産システム論、農業情報工学、農業エネルギー工学、

農業機械・農業情報工学実験（分担）、食・農・環境概論（分担）、卒業論文

Ⅰ・Ⅱ、さらに、大学院において、生産システム工学特論、農学研究の最前

線（分担）、亜熱帯農学特論（分担）、亜熱帯農学特別研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、

亜熱帯農学特別演習Ⅰ・Ⅱを担当できる者 
4) 大学の学部卒業者にあっては、卒業後 10 年以上の研究歴又は教育歴を有す

る者 
5) 鹿児島大学大学院連合農学研究科（博士課程後期）の主指導教員資格を得ら

れる者（http://homeugs.agri.kagoshima-u.ac.jp/contents/examination/） 
 

 

3. 提出書類： 

1) 履歴書（別紙１参照） 
2) 最終学校の卒業（修了）証明書 
3) 学位授与証明書（学位記の写しでも可） 
4) 学術研究業績集計表（別紙２参照） 

http://homeugs.agri.kagoshima-u.ac.jp/contents/examination/


5) 主要学術研究業績の概要と現在取り組んでいる研究テーマの概要（別紙３参

照） 
6) 学術研究業績一覧（別紙４参照） 

① 業績リスト 
② 研究論文等の別刷又はその写し 

7) 研究業績以外の実績概要（別紙５参照） 
8) 大学の教員又は国公立の研究機関の研究員等による推薦書 

国公立の研究機関には、独立行政法人、国立研究開発法人等を含みます。 
9) 着任後の教育・研究に対する抱負（2,000 字程度、A4 用紙を使用） 
10) その他特記すべき事項（別紙５参照） 

 
4. 応募期限：令和元年 8 月 30 日までに必着のこと 
 

5. 採用予定日：令和 2 年 1 月 1 日以降の早い時期 
 

6. 応募先： 

〒903 – 0213 沖縄県中頭郡西原町字千原１番地 

琉球大学総務部人事課任用係宛 

1) 応募書類は、封筒に「地域農業工学科 バイオシステム工学分野教授 応募

書類」と必ず朱書し、書留で郵送してください。 
2) 提出書類は原則として返却しませんのでご了承下さい。 
3) 選考の過程で面接が必要になった場合には、ご来学いただくこともあります。

なお、その際の交通費等は支給できませんので予めご了承下さい。 
 

7. 問合せ先： 

琉球大学農学部 地域農業工学科 バイオシステム工学分野 教員選考調書作成

委員会 

委員長 辻 瑞樹 Tel. 098-895-8797 
琉球大学農学部 地域農業工学科 農村環境・基盤整備学分野 

教 授  酒井 一人 Tel. 098-895-8783 
琉球大学総務部 人事課任用係 Tel. 098-895-8023 

 

8. その他： 

1) 琉球大学農学部は、「亜熱帯地域農学科」、「亜熱帯農林環境科学科」、「地域農

業工学科」、「亜熱帯生物資源科学科」の 4 学科で構成されています。地域農

業工学科は、農村環境・基盤整備学、農村環境保全・防災学、バイオシステム

工学の 3 分野から構成されています。 
バイオシステム工学分野は、亜熱帯・島嶼に適した自然と共生し得る食料生

産から流通・加工までの農業生産システム及び自然エネルギーの開発や利用

に関して、学部及び大学院の教育・研究を行っています。現在、本分野は教授



2 名（今回公募の 1 名を含む）、准教授 2 名で学部及び大学院の教育・研究指

導を行っています。 
2) 農学部は、鹿児島大学大学院連合農学研究科（博士課程後期）の構成大学と

して教育・研究指導も行っています。資格条件などについては公式サイト

（http://homeugs.agri.kagoshima-u.ac.jp/）をご覧ください。 
3) 琉球大学では「男女共同参画社会基本法」の趣旨に則り、男女共同参画を推

進しており、女性研究者の積極的な応募を歓迎しています。選考過程で評価

が同等と認められた場合は女性の候補者を優先します。 
本学の男女共同参画に対する取り組みについては琉球大学ジェンダー協働推

進室公式サイト（http://www.gender.jim.u-ryukyu.ac.jp/）をご覧ください。 
4) 男女問わず、出産・育児・介護等に従事した期間について考慮することを希

望する場合は、履歴書の備考欄に付記願います。 
5) 琉球大学の教員の定年は満 65 歳です。  

http://homeugs.agri.kagoshima-u.ac.jp/
http://www.gender.jim.u-ryukyu.ac.jp/

